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４ 宮崎市の消費者物価指数（平成28年３月調査分）

(１)　概況
  平成28年3月の宮崎市の消費者物価指数は、平成22年を100とした総合指数で103.7となり、前 
 比は前月と同水準、前年同月比は0.1％の上昇となった。
  総合指数の動きを前年同月比で見ると、平成27年11月は0.4％の上昇、12月は0.3％の上昇、平
成28年1月は0.2％の上昇、2月は0.5％の上昇、3月は0.1％の上昇となった。
  生鮮食品を除く総合指数は102.8となり、前月比は0.1％の上昇、前年同月比は0.3％の下落 
となった。

変化率(%) 寄与度 変化率(%) 寄与度
総合 103.7  0.0  0.1  
　食料 109.0  -0.1  -0.04  2.6  0.65  
　住居 100.8  0.0  0.01  0.4  0.08  
　光熱・水道 111.3  -0.5  -0.03  -5.3  -0.36  
　家具・家事用品 93.8  0.2  0.01  -0.5  -0.02  
  被服及び履物 101.8  1.9  0.07  2.4  0.08  
　保健医療 100.3  0.3  0.01  -0.2  -0.01  
　交通・通信 100.7  0.1  0.02  -4.1  -0.64  
　教育 106.5  0.0  0.00  5.1  0.12  
　教養娯楽 98.0  -0.2  -0.01  1.2  0.11  
　諸雑費 110.5  0.4  0.02  1.3  0.09  

(２)　総合指数の前月比に影響を与えた費目及び寄与度等

(３)　総合指数の前年同月比に影響を与えた費目及び寄与度等

総合指数　１０３．７　（平成22年=100）
前月比（±）０．０％　　　前年同月比（＋）０．１％

費　　　目 指　数
前 月 比 前年同月比

 宮崎市の10大費目別指数、前月比、前年同月比及び寄与度（平成28年3月)
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前年同月比（宮崎市） 前年同月比（全国） 宮崎市 全国

平成22年=100

H26                              H27             H28

前月比(%) 寄与度

被服及び履物 衣料 4.8 0.07 婦人スラックス（ジーンズ）
交通・通信 交通 3.9 0.05 航空運賃
食　料 生鮮果物 -10.8 -0.15 みかん
光熱・水道 電気代 -0.7 -0.02

上
昇
下
落

（10大費目）
（中分類、前月比、寄与度）

（品目）

前年同月比(%) 寄与度

食　料 生鮮野菜 13.7 0.22 じゃがいも
教　育 授業料等 6.4 0.12
交通・通信 自動車等関係費 -6.5 -0.68 ガソリン
光熱・水道 電気代 -6.7 -0.22

（10大費目）
（中分類、前年同月比、寄与度）

（品目）

上
昇
下
落



＊参考資料
「月例経済報告」抜粋（平成28年5月23日：内閣府）
【基調判断】

【 各　論 】

４月月例 ５月月例

　景気は、このところ弱さもみられるが、緩やかな回 　景気は、このところ弱さもみられるが、緩やかな回

復基調が続いている。 復基調が続いている。

　・個人消費は、消費者マインドに足踏みがみられる 　・個人消費は、消費者マインドに足踏みがみられる

    なか、おおむね横ばいとなっている。     なか、おおむね横ばいとなっている。

　・設備投資は、持ち直しの動きがみられる。 　・設備投資は、持ち直しの動きがみられる。

　・輸出は、おおむね横ばいとなっている。 　・輸出は、おおむね横ばいとなっている。

　・生産は、横ばいとなっている。 　・生産は、横ばいとなっている。

　・企業収益は、非製造業を中心に改善傾向にある。 　・企業収益は、改善傾向にあるが、そのテンポは緩や

　　企業の業況判断は、慎重さがみられる。 　　かになっている。企業の業況判断は、慎重さがみら

　・雇用情勢は、改善している。 　　れる。

　・消費者物価は、緩やかに上昇している。 　・雇用情勢は、改善している。

　・消費者物価は、緩やかに上昇している。

　先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなか 　先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなか

で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復に向かうこ で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復に向かうこ

とが期待される。ただし、海外経済で弱さがみられてお とが期待される。ただし、海外経済で弱さがみられてお

り、中国を始めとするアジア新興国や資源国等の景気が り、中国を始めとするアジア新興国や資源国等の景気が

下振れし、我が国の景気が下押しされるリスクがある。 下振れし、我が国の景気が下押しされるリスクがある。

こうしたなかで、海外経済の不確実性の高まりや金融資 こうしたなかで、海外経済の不確実性の高まりや金融資

本市場の変動の影響に留意する必要がある。また、平成 本市場の変動の影響に留意する必要がある。また、平成

28年（2016年）熊本地震の経済に与える影響に十分留意 28年（2016年）熊本地震の経済に与える影響に十分留意

する必要がある。 する必要がある。

４月月例 ５月月例

個人消費
消費者マインドに足踏みがみられるなか、お
おむね横ばいとなっている。

消費者マインドに足踏みがみられるなか、お
おむね横ばいとなっている。

設備投資 持ち直しの動きがみられる。 持ち直しの動きがみられる。

住宅建設 おおむね横ばいとなっている。 このところ持ち直しの動きが見られる。

公共投資 緩やかに減少している。 緩やかに減少している。

輸　出 おおむね横ばいとなっている。 おおむね横ばいとなっている。

輸　入 おおむね横ばいとなっている。 おおむね横ばいとなっている。

貿易・サービス収支 黒字は、増加傾向にある。 黒字は、増加傾向にある。

生　産 横ばいとなっている。 横ばいとなっている。

企業収益 非製造業を中心に改善傾向にある。
改善傾向にあるが、そのテンポは緩やかに
なっている。

業況判断 慎重さがみられる。 慎重さがみられる。

倒産件数 おおむね横ばいとなっている。 おおむね横ばいとなっている。

雇用情勢 改善している。 改善している。

国内企業物価 緩やかに下落している。 緩やかに下落している。

消費者物価 緩やかに上昇している。 緩やかに上昇している。

海外経済

　世界の景気は、弱さがみられるものの、全
体としては緩やかに回復している。先行きに
ついては、緩やかな回復が続くことが期待さ
れる。ただし、アメリカの金融政策正常化の
影響、中国を始めアジア新興国等の経済の先
行き、原油価格等の下落の影響、金融資本市
場の変動の影響等について留意する必要があ
る。

　世界の景気は、弱さがみられるものの、全
体としては緩やかに回復している。先行きに
ついては、緩やかな回復が続くことが期待さ
れる。ただし、アメリカの金融政策正常化の
影響、中国を始めアジア新興国等の経済の先
行き、原油価格等の下落の影響、金融資本市
場の変動の影響等について留意する必要があ
る。

（注）下線部は、先月から変更した部分。



＊参考資料
「宮崎県金融経済概況」抜粋（平成28年5月20日：日本銀行宮崎事務所）










